
１０月２２日（火）に、地震を想定した避難訓練を行いました。今回は、

「休み時間中に地震が発生」「グラウンドには集合せず、教室内で安全確

保、安否確認して終了」という状況設定で訓練を行いました。 

児童生徒は、事前学習で、緊急地震速報についてや、学校の中のいろいろ

な場所での身の守り方について学習をしました。訓練当日は、緊急地震速報

が流れる中、落ち着いて机の下に隠れたり、姿勢を低くして頭を守ったりし

て、自分の身を守る行動をとることができました。休み時間中だったため、

全員の安否確認に時間が掛かる場面もありました。待機時間が長く、中には

不安な様子を見せる児童生徒もいました。 

地震はいつどこで起こるか分かりません。今回の訓練では、休み時間中に

教室以外の場所で地震が起きたらどう行動するかを考えたり、訓練を通して

課題を整理したりすることができ、有意義な機会になりました。 

                                                          

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校と御家庭で協力しながら防災の取組をしていくために、年に３回「防

災だより」を発行します。今回は避難訓練において、これまで行ってきた「グ

ラウンドに全員避難してから点呼」ではなく、「各校舎での点呼」や「停電

時の点呼・集約」に重点を置いて取り組んだ様子についてお伝えします。 
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７月２４日（水）に、教職員の防災研修として、消火器訓練を行いました。

講師の立ち会いのもと、消火器の操作の手順や消火時のポイントなどを確認

し、的に向かって放水する練習をしました。火災時に大事なのは「火が出た

らすぐに消す」こと。いざという時に迷わず消火器が使えるように、定期的

な訓練の大切さを実感しました。また、講師の方からは、消火器はあくまで

初期消火用であり、火が大きくなったら（目安は、火が天井まで届いたら）、

すぐに避難するようにとの話も伺いました。 

 

 

 

 

 

 

同日に、教職員のみで停電時の避難訓練も行いました。停電を想定し、全

館放送機器を使わずに本部からの連絡を待ち、安否確認の報告をしたり、避

難指示に従って避難したりしました。いつもとは異なる情報伝達の方法だっ

たこともあり、情報収集に時間が掛かったり、情報の行き違いがあったりす

る場面がありました。ここで出てきた課題から、停電時の避難の際の実際の

動きをより具体的に考えることができました。 

災害時備蓄品 今年度の購入品について 

定 

防災研修「消火器訓練」「停電時の避難訓練」 

（簡易トイレ）今年度も昨年に引き続き簡易トイレ 250個を購入しました。

現在本校で備蓄している簡易トイレは 500 回分です。災害時に備えるとよ

いトイレの個数は、一人当たり一日 5～7回分と言われています。500個の

トイレでは、児童生徒数 150 人以上の本校ではまだ十分とはいえません。

そこで今年度も購入することとしました。 

（担架用固定ベルト）災害時のために備えている担架用の患者固定ベルトも

購入しました。研修で担架を体験した教職員から、「ベルトがなくて不安だ

った」という声があったためです。今後も当事者の立場になって考えながら、

災害時の備えをさらに充実させていきたいと考えます。 

学校 HPの｢危機管理｣の中にも、「防災だより」

を掲載していますので、ぜひご覧ください。 http://www.fukuiminami-sh.ed.jp 


